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鶴田町大字木筒字下掛橋 畑 490
鶴田町大字木筒字東柳川 畑 1,606

〃 畑 189
〃 畑 361
〃 畑 176

鶴田町大字横萢字林元 畑 34
〃 畑 1,110
〃 畑 200

鶴田町大字強巻字押上 畑 527
〃 畑 569

鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾 畑 430
鶴田町大字中野字北原 畑 972

〃 田 37
鶴田町大字中野字北岡 田 114
鶴田町大字木筒字東柳川 畑 1,193

〃 畑 280
25 売・貸鶴田町大字沖字岡田 田 6,024
29 売 鶴田町大字横萢字矢留崎 畑 282
30 売・貸鶴田町大字大巻字大川瀬 畑 1,373
32 貸 鶴田町大字妙堂崎字米山 畑 8,316
33 売・貸鶴田町大字横萢字矢留崎 畑 1,199
38 売・貸鶴田町大字廻堰字下桂井 畑 508
39 売・貸鶴田町大字廻堰字大沢 畑 3,796

鶴田町大字妙堂崎字米山 2,833
鶴田町大字廻堰字大沢 3,401

48 貸 鶴田町大字鶴田字小泉 畑 1,777
鶴田町大字山道字忍田 2,281

〃 367
50 贈 鶴田町大字境字里見 田 301
52 売 鶴田町大字廻堰字大沢 畑 2,174

鶴田町大字野木字上池田 2,644
　 〃 171

〃 563
55 売・貸鶴田町大字境字里見 畑 5筆8,394
56 売 鶴田町大字廻堰字大沢 畑 2筆4,639
58 売 鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾 畑 372
59 貸 鶴田町大字野木字東松虫 畑 2,000
60 売・貸鶴田町大字菖蒲川字前田 田 1,321
61 売・貸鶴田町大字鶴田字小泉 畑 1,253

鶴田町大字胡桃舘字大館 257
〃 4,792
〃 260

64 貸 鶴田町大字瀬良沢字種本 田 2,000
66 売 鶴田町大字妙堂崎字米山 畑 3,612

鶴田町大字廻堰字高安 412
鶴田町大字廻堰字下野尻 3筆2,646

68 売・贈鶴田町大字鶴泊字南田 田 58
69 貸 鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾 リンゴ 4,229
70 売・貸鶴田町大字鶴田字相原 畑 3筆1,932
71 貸 鶴田町大字鶴泊字南田 田 2,825

鶴田町大字中野字北原 4筆11,616
鶴田町大字胡桃舘字北田 2,012

17 売

18 貸

23 売・貸

売 田

田

67

番
号

売買
貸付 農地所在 地目

8 売

9 売

72 売・貸 田

44 売・貸 畑

49 貸 畑

54 貸 田

63 売

町農業委員会では、各種申請書の受付締め切り日を次の

ように設定しています。

◎農地法第３条申請書、利用権設定関係、競売・公売
買受適格証明願
・農地を農地として貸借・売買する場合、又は競売・公
売の入札に参加する場合

◎農地法第４条申請書、第５条申請書
・農地を農地以外のものとして使用する場合
例：住宅・車庫・店舗等の建築

◎あっせん申出書
・あっせんにより農地を貸借・売買する場合

毎月末日締め切り（休日の場合は前日）

※各申請書類等については、原則として必要書類が添付
されていなければなりません。
※必要書類については事前にお問い合わせください。

不明な点などがございましたら、電話等でご相談ください。

各種申請書の受付締め切り日について

※農地を買いたい・借りたい方は、農業委員会にご相談ください。

※農地を売りたい・貸したい方は、農地情報登録届出書が必要で

す。

・なお、次回から掲載不要の方は、取下願を提出してください。

※金額等・その他の内容に関しましては、出し手・受け手、双方

でお話くださるようお願いしております。（農業委員会では仲介

しておりません。）

◆申請後、現場確認のため、現地の写真を撮影させていただきま

す。

農地情報
農地について、受け手をさ

がしています。興味のある方

は、農業委員会まで、お問い

合わせください。

★令和５年１月現在

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令和５年 １月 発行

鶴田町

農業委員会だより

《編集・発行》

鶴田町農業委員会事務局

（鶴田町産業課農地班）

２２－２１１１（代表）

（内線 ２９４．２９５．２９６）
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鶴田町農業委員会

会長 下山 勝源

次の要件を満たせば、どなたでも加入できます！

■年間６０日以上農業従事
■国民年金第１号被保険者
（保険料納付免除者を除く）
■６０歳未満
（６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者）

※詳しくは、農業委員会又はお近くのＪＡまでお越しください。

【問い合わせ先】 鶴田町農業委員会
℡．０１７３－２２－２１１１（内線 ２９５．２９６）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

近
年
は
、
世
界
的
天
候
不
順
に
よ
る
、
大
雨
・
干

ば
つ
に
よ
り
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
当

町
で
も
八
月
の
大
雨
に
よ
り
基
幹
作
物
で
あ
る
果
樹
、

稲
作
等
に
甚
大
な
る
被
害
が
発
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し
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
り
穀
物
の
流
通
が
滞
る
な
ど
食
料
の
安
全
保
障

が
問
わ
れ
る
出
来
事
も
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
農
業
情
勢
の
中
、
食
料
の
安

定
自
給
の
た
め
、
農
業
委
員
会
で
は
農
業
の
担
い
手

確
保
や
農
地
の
集
約
等
に
よ
る
作
業
効
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
も

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
農
業
を
少
し
で
も
知
り
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
小
学
生
（
三
年
生
）
に
田
植
え
の
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
農
業
を
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。
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は
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価
高
な
ど
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ご
し
に
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が
、
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は
、
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し
く
幸
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年
に
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り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎少子高齢化に強い積立方式（確定拠出型の年金）
◎終身年金で、８０歳前に死亡した場合は一時金が
遺族へ

◎保険料が全額社会保険料控除になるなど税制の優
遇で節税に

◎保険料（月額２万～６万７千円）は選べて、いつ
でも変更できる
(条件を満たせば、若い世代は１万円から加入でき
る)

◎認定農業者など一定の要件を満たす農業者には、
保険料の国庫補助あり



 

県外視察研修
１日目は、北海道クボタ・苫小牧ビジターセンターにて先進的

な農業機械についての見学・技術の説明研修を受けました。展

示されていた農業用機械は、主に耕起・播種・収穫作業におい

て使用される農業機械で、大型トラクターは実際に近くで見る

と想像以上に大きく感じられました。

北海道クボタの担当者からは、スマート農業に関して、水田耕

作においては機械の自動化が進み、その作業効率も上がって

きているとの説明でした。しかしながら青森県の主要作物であ

る果樹（りんご）栽培においては、ドローンを使用した農薬散布

が取り上げられていましたが、機械化ができそうな下草の除草

に関しても研究段階であるとのことでした。また、露地栽培に

おける収穫作業の機械の実用化にはまだ時間がかかるとのこ

とでした。

２日目は、札幌中央卸売市場での見学でしたが、年末の繁忙

期で見学は受けておらず、札幌中央卸売市場場外市場の見学

のみで終了しました。

今回の視察研修で、北海道で使用されている農業機械は、青

森県で通常使用している農業機械と比べるとサイズも大きく

値段も高額なため、かなりの大規模経営者でないと、購入費・

維持費等で利益が出ない状況となる可能性があると感じまし

た。

日本の農業の現場は、人手に頼らなければいけない作業、人

手の確保、省力化、負担の軽減が重要

な課題となっています。その中で期待

されているスマート農業についての現

状を研修できたことは、大変有意義で

あったと思いました。

青森県農業委員会大会

令和４年度青森県農業委員会大会が１１月１６日に青森市

で開催されました。新型コロナウイルス感染症の影響で大会

は３年ぶりの開催となり、本大会は新型コロナウイルス感染

症予防対策を考慮し、人数制限等を設けた中で『農業委員』

と『農地利用最適化推進委員』合わせて約３５０人が出席し

ました。

本大会で、鶴田町農業委員会は担い手への農地の集積・集

約化、遊休農地の発生防止・解消に努めたとして全国農業会

議会長賞を受賞しました。

大会では「政策提案決議事項」と「申し合わせ決議事項」

を含む４件が採択され、最後にガンバロー三唱で無事閉会い

たしました。

〈大会の様子〉

お問い合わせ

鶴田町 産業課 農業振興班 齋藤

電話 ０１７３－２２－２１１１ 内線２９１

華の会代表 瀬戸 ０９０－２２７９－６９６４

農家レストラン ※１日４０食限定！
完全前売り制！

ご購入はお早めに！

鶴田町の農家有志で結成された 『華の会』 が町食材にこだわる ｢鶴田御膳｣

を道の駅つるた施設内 ｢あるあん｣ で２月と３月に各１回ずつ販売します。

開催日程

チケット販売

※ご来場の際は消毒・検温・マスク着用等、感染症予防対策にご協力をお願いします。

また、今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては、「中止」または「変更」させていただく

場合がございます。

料金 １，０００円（消費税込）

写真はイメージです

鶴田町農業委員会では令和４年１２月２２日及び１２月２３

日の２日間、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら、

農業委員１３名が参加して、視察研修を行いました。

★道の駅つるた施設内｢あるあん｣
２月８日（水） ３月８日（水）

★各日２部制（各２０食）
① １１時 ～ １２時半

② １２時半 ～ １４時

★道の駅つるた観光案内所（農産物直売所併設）
１月２５日（水）・２６日（木） ９時 ～ 正午

※両日分の一括購入は可能ですが、チケットの払戻しはしませんのでご注意ください。

売り切れ次第、終了とさせていただきます。


